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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
農
業
委
員

会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
か
ら
の
世
界
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
我
が
国
の
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
外

食
産
業
の
営
業
自
粛
に
よ
る
農
産
物
の
消
費
減

少
は
、
食
料
消
費
や
販
売
に
暗
い
影
を
落
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
の
基
幹
作
物

で
あ
る
米
の
概
算
金
が
大
幅
に
下
落
し
、
農
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
が
上
が
り
、
治
療
薬
の
開
発
も

進
ん
で
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
今
後
の
経
済
活

動
の
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
農

業
委
員
会
と
し
て
も
農
業
者
の
利
益
を
し
っ
か

り
守
る
べ
く
活
動
し
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
や
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

約
化
な
ど
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

早
期
の
収
束
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

仙
台
市
農
業
委
員
会  

　
　

会
長
　
佐
々
木
　
均
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台
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農
業
委
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農
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令
和
３
年
10
月
19
日
㈫
〜
10
月
29
日

㈮
に
か
け
て
、「
青
葉
・
泉
」、「
宮
城
野
・

若
林
」、「
太
白
」
の
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
参
加
し
て
地
域
振
興

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
農
業
委
員
会
か
ら
仙
台
市

に
対
し
提
出
予
定
の
「
農
地
等
利
用
最

適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す
る
意
見

書
」
に
盛
り
込
む
内
容
の
方
向
性
を
探

る
た
め
、
日
頃
農
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
意
見
の
紹
介
や
、
要
望
等
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

「
米
価
下
落
と
イ
ノ
シ
シ
被
害
で
ま

す
ま
す
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
対
策
が
必
要
で
あ
る
」、「
農
地

を
売
り
た
い
と
い
う
相
談
が
年
々
増
え

て
お
り
、
担
い
手
に
集
積
さ
せ
る
た
め

の
支
援
を
求
め
て
い
る
」
等
、
今
後
の

農
業
が
懸
念
さ
れ
る
厳
し
い
現
状
と
そ

れ
に
対
す
る
施
策
の
充
実
を
求
め
る
農

業
者
の
声
が
、
各
委
員
か
ら
多
く
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
任
命
・
委
嘱
さ
れ
た
新

任
委
員
か
ら
も
新
た
な
課
題
が
提
示
さ

れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
終
始
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
内
容
を
意
見
書
に
反
映

さ
せ
て
い
く
た
め
、
更
に
協
議
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
10
月
22
日
㈮
に
、
新
任
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
対
象
に
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

農
地
の
最
適
化
推
進
活
動
の
基
礎
と

な
る
「
農
地
法
」
と
「
農
業
振
興
地
域

制
度
」
の
知
識
を
習
得
し
、
今
後
の
地

域
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
農
作
業
標
準
料
金

の
設
定
に
つ
い
て

新
任
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
３
年
12
月
６
日
㈪
に
、Ｊ
Ａ
仙

台
七
郷
支
店
で
女
性
農
業
者
と
農
業
委

員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
新
規
就
農
者
が
入

り
や
す
い
環

境
作
り
が
必

要
」、「
女

性

部
員
を
増
や

し
活
性
化
さ

せ
た
い
」
な
ど
、

貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
農
作
業
受
委
託
の
目

安
と
な
る
農
作
業
標
準
料
金
を
１
月
に

設
定
し
、Ｊ
Ａ
仙
台
の
広
報
紙
「
Ｊ
Ａ

せ
ん
だ
い
」
２
０
２
２
年
３
月
号
に
折

り
込
む
予
定
で
す
。
ま
た
、
仙
台
市
農

業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
務
課
　
振
興
係

　
　
電
　
話
　
２
１
４―

４
３
５
３
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農
地
法
第
３
条
の
許
可
実
績

女
性
農
業
者
と
農
業
委
員
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

地
域
振
興
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た

青　葉

宮城野

若　林

太　白

泉

計

件数

3

2

1

3

9

面積（㎡）

７月

件数

3

1

4

2

5

15

面積（㎡）

８月

件数

4

4

面積（㎡）

９月

件数

1

1

4

6

面積（㎡）

10月

件数

7

4

8

7

8

34

面積（㎡）

10,990

515

5,709

4,512

21,726

19,262

1,028

8,623

2,954

986

32,853

3,134

3,134

2,516

17,074

28,756

48,346

32,768

18,617

37,379

11,797

5,498

106,059

計月

区

令
和
３
年
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
農

地
法
第
３
条
（
売
買
・
賃
借
等
）
の
許

可
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議論が白熱する青葉・泉ブロック
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　令和３年 1月から 12 月までに締結した賃借
料水準の平均額は次のとおりです。
　この情報は目安ですので、実際に農地賃借
をする場合は、対象農地の状況等を考慮し、
お互い協議のうえ賃借料を設定してください。

※中山間地域：青葉区（宮城、茂庭、折立）、太白区（茂庭、坪沼、
秋保）、泉区（実沢、小角、西田中、根白石、福岡、朴沢）
※農用地区域：農業振興地域の整備に関する法律に
定める農用地区域

令和３年農地賃借料情報

農用地区域

11,400

12,000

9,700

5,700

6,600

10,100

地域及び区分   

宮城野区

若 林 区

太 白 区

泉　　区

青 葉 区

太 白 区

泉　　区

仙台市平均 　

平坦地域

中山間

地　域

左記以外 

10,500

12,000

9,800

5,000

6,700

10,200

（10a当たり・単位：円）１．田

農用地区域

5,000

地域及び区分

仙台市平均

左記以外 

11,300

（10a当たり・単位：円）２．畑

あっせん希望農地の詳しい情報をお知りになりたい方は、事務課農地係（電話214－4340）まで。
ホームページでもご覧になれます。

売 渡 あ っ せ ん 希 望 農 地 一 覧

所　在　地
区

青
　
葉

宮
　
　
　
城
　
　
　
野

面積
（㎡）

希望価格
(万円/10a)

地目
大 字 小 字

畑

田

田

田

田

田

畑

田

田

田

田

田

田

田尻

西田

戸内前

昭和西

昭和南

大正

中土手

中通

新境

金堀

芋沢

大倉

下愛子

岩切

蒲生

小鶴

鶴ケ谷

100

100

100

500

500

400

300

400

100

300

300

250

200

1,000

866

2,251

2,061

1,695

2,062

505

1,100

997

1,525

3,059

1,441

712

所　在　地
区

若
　
　
　
　
　
　
　
林

面積
（㎡）

希望価格
(万円/10a)

地目
大 字 小 字

田

田

田

田

田

田

田

田

田

田

田

田

田

揚場

梅ノ木

神屋敷西

川田

川戸東

切新田

境東

瀬戸川北

藤田西

四ツ谷南

石場

荒井

荒浜

500

240

150

400

250

220

750

120

120

240

120

120

300

3,701

1,050

1,334

1,176

4,476

1,725

2,227

459

489

1,399

1,747

800

1,440

所　在　地
区

若 

林

太 

白

泉

面積
（㎡）

希望価格
(万円/10a)

地目
大 字 小 字

田

田

田

田

田

田

畑

田

田

田

田

田

五枚下り

南長沼

田中

前原西

上原

堤下

明神

長命

君が代

八千代

泉

陣ケ前

荒浜

柳生

小角

上谷刈

根白石

福岡

松森

250

230

4,500

130

150

270

50

500

200

200

300

250

2,473

3,251

1,000

8,366

1,359

2,746

1,094

3,804

2,826

4,052

5,924

4,935

農
地
の
売
買
、貸
借
、相
続
、転
用

な
ど
は
許
可
や
届
出
が
必
要
で
す

○
農
地
の
売
買
、貸
借
な
ど
の
権
利
移
動

農
地
の
所
有
権
移
転
や
貸
借
権
を
設

定
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３
条
の

許
可
が
必
要
で
す
。
相
続
で
取
得
し
た

農
地
も
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

○
農
地
の
転
用

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
転
用
す

る
場
合
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第

５
条
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
市

街
化
区
域
内
の
農
地
も
届
出
が
必
要
で

す
。

○
農
地
改
良
工
事
（
高
さ
を
変
え
た
り
、

畦
畔
除
去
を
行
う
場
合
等
）

水
は
け
が
悪
い
た
め
盛
土
し
た
い
、

水
田
を
畑
に
転
換
し
て
利
用
し
た
い

等
、
農
地
転
用
を
目
的
と
し
な
い
農

地
の
形
質
を
変
更
す
る
工
事
等
を
行

う
場
合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要

で
す
。

そ
の
他
の
申
請
及
び
届
出
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
ま
た

は
お
近
く
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
や
農
業
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

事
務
課
　
農
地
係

電
　
話
　
２
１
４―

４
３
４
０

【
申
請
書
・
届
出
書
様
式

  

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
】

※仙台東地区ほ場整備事業地区内にある農地（七郷地区を除く）については、現在換地処分に伴う登記
　閉鎖中であるため、掲載をしておりません。

クリック農地移動適正化あっせん事業  仙台市 検索

農業振興地域の農用地区域内において、農地の経営規模の拡大、集団化等農用地保有の合理化を図るため、
「農地の移動適正化あっせん事業」を行っています。あっせん事業による農地の買受申出ができる方は、「認
定農業者」もしくは「仙台市内で 130 アール以上耕作している方」です。売渡あっせん希望農地（下表）に
ついて買受希望がありましたら事務局にお問い合わせください。  令和３年12月６日現在



泉
区
野
村
に
お
住
ま
い
の

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

渋 
谷
　
典 

子 

さ
ん

し
ぶ
　 
や
　
　 

の
り
　 

こ
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［再生紙使用］

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
米
の
消
費
量
が

減
っ
た
う
え
に
、
価
格
も
安
く
な
る

な
ど
、大
変
な
一
年
で
し
た
。

今
年
こ
そ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
ま
り
、
良
い
年
に

な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
会
報
編
集
チ
ー
ム
長
　
松
原
　
菊
男
）

Ｑ
　
漬
物
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
と
伺

い
ま
し
た
が
、
き
っ
か
け
は
何
で
す

か
？

Ａ
　
父
が
栽
培
し
た
野
菜
の
規
格
外
品

の
有
効
利
用
と
、
漬
物
作
り
の
先
輩

が
作
っ
た
美
味
し
い
漬
物
を
家
庭
だ

け
で
消
費
し
て
い
る
の
は
勿
体
な
い

と
感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　
出
店
先
と
販
売
品
目
は
？

Ａ
　
Ｊ
Ａ
仙
台
の
直
売
所
「
た
な
ば
た

け
」
や
勾
当
台
公
園
で
開
催
し
て
い

る
「
旬
の
香
市
」
等
、
各
種
マ
ル

シ
ェ
に
草
餅
や
季
節
の
漬
物
を
出
し

て
い
ま
す
。
き
ゅ
う
り
の
辛
子
漬
け
、

ら
っ
き
ょ
う
漬
け
、
梅
干
し
な
ど
昔

な
が
ら
の
味
わ
い
深
い
品
物
が
特
に

人
気
で
す
。

Ｑ
　
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
作
り
た
い
漬
物
と
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
が
違
う
こ
と
と
、
味
に
ム
ラ
が
出

な
い
よ
う
に
分
量
を
正
確
に
計
ら
な

い
と
い
け
な
い
こ
と
で
す

Ｑ
　
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
自
分
が
作
っ
た
も
の
を
美
味
し
い

と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
、
自
分

の
や
っ
て
い
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い

な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
者
と
話
す
機
会
が
あ
り
、

多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ

と
で
、
活
動
範
囲
が
広
く
な
り
ま
し

た
。

Ｑ
　
楽
し
み
や
好
き
な
こ
と
は
何
で
す

か
？

Ａ
　
商
品
化
を
考
え
ず
、自
由
に
自
分
の

好
き
な
漬
物
を
作
る
こ
と
と
、
楽
し
い

こ
と
を
想
像
し
た
り
、
友
達
と
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
こ
と
。ま
た
、
音
楽
を
聴

い
た
り
、
動
物
と
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
で

す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
は
？

Ａ
　
も
っ
と
技
術
を
向
上
さ
せ
て
、美
味

し
い
商
品
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
で

す
。量
よ
り
も
、
高
い
品
質
の
農
産
物

加
工
品
を
作
り
、
買
っ
て
い
た
だ
い
た

方
に
「
美
味
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
：
編
集
委
員
　
若
生
　
宏
明
）

あ
な
た
の
出
番
で
す

宮
城
地
区
で
は
農
業
委
員
２
名
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
４
名
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

担
当
す
る
区
域
内
を
対
象
に
、
月
一

回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
農
地
の
利
用

状
況
、
農
業
に
関
す
る
情
報
交
換
等
を

Ｊ
Ａ
仙
台
宮
城
支
店
の
会
議
室
を
お
借

り
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
仙
台
市
西
部
地
区
に
お
い
て

は
遊
休
農
地
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

個
別
の
作
付
け
の
状
況
や
災
害
に
よ
る

農
地
の
被
害
状
況
な
ど
を
主
な
課
題
と

し
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
、
少
し
で
も

遊
休
農
地
の
発
生
を
予
防
・
解
消
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
城
地
区
で
は
担
い
手
不
足

と
農
家
の
高
齢
化
が
深
刻
化
す
る
な
ど

中
山
間
地
域
特
有
の
課
題
が
山
積
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
大
倉
日
向
地
区
で
は
17 

ha
の
ほ
場

整
備
事
業
が
施
工
中
で
あ
り
、
農
地
の

集
積
・
集
約
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
条
件
不
利
農
地
の
ま
ま
で
は
遊
休

農
地
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
宮
城
地
区
内
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
注
目
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
農
政
部
門
の
方
と
協

力
し
、
地
域
の
合
意
形
成
に
向
け
た
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
編
集
委
員
　
小
野
寺
　
潔
）

編

後
記

集
農業委員会事務局 案内図
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ソ
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■
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東北支社■

宮城県庁
■

MS
ビル

農業委員会事務局
北
日
本
銀
行
■

地
下
鉄
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当
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駅
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）


